
利用者様の自立した生活を支援する
ためのサービスを提供します。

利用者様の生活と生き方を尊重した
サービスを提供します。

利用者様中心のサービスを
提供します。

基本的人権の確保と擁護
〜人間を大切にするサービスの提供〜
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社会福祉法人 小樽育成院  運営理念

オタモイデイサービスセンターの夏の行事「屋外昼食会」の
ご様子です。初夏の心地よい風を受けながらジンギスカンを
食べました。



社会福祉法人小樽育成院 平成30年度事業報告についてオ
タ
モ
イ
唐
門
ま
つ
り

※決算報告の詳細については、社会福祉法人小樽育成院や全国社会福祉法人経営者協議会のホームページでご覧いただけます。

●平成30年度 社会福祉法人小樽育成院 決算報告（財務三表） 平成31年3月31日現在
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・「事業活動資金収支差額」は重要な指標で、事業継続のために
   プラスを維持する必要があります。
・「施設整備等支出」には固定資産所得に係る借入金返済、固定資産
   取得のための支出を計上しています。
・「当期資金収支差額合計」は1年間の運転資金の増減差額を示して
   います。
・「当期末支払資金残高」は当期末における運転資金の残高です。

法人の事業概要
　平成30年度は、社会福祉法改正に沿った適切な法
人運営と法人創立120周年記念事業を通じ、社会福
祉法人の地域での役割を再認識したうえで、地域から
の更なる信頼をいただけるように次のとおり事業運営
にあたりました。

法人運営の取り組み

人材の確保と育成に向けての取り組み

サービスの質の向上への取り組み

◆�法人運営の財務管理と法令遵守については、外部の
会計事務所による会計監査を前年度から引き続き
実施し、事務処理の適正化及び法令遵守に努めまし
た。

◆�前年度から検討を行ってきた人事考課制度の運用
を開始し、人材育成と適正な職員の待遇改善に努め
ました。併せてキャリアパス規程と給与制度見直し
による待遇改善を実施しました。
◆�定年を迎えた職員が能力や技術を引き続き発揮で
きるように継続雇用制度の改正を行い、人材確保と
待遇改善を行いました。
◆�将来の福祉人材確保のため、経済的支援と資質向
上による修学資金貸付制度を制定し、運用を開始し
ました。

◆�養護老人ホーム及び特別養護老人ホームについて
は、従前からの研修や委員会活動のほか、身体拘束
適正化検討委員会と事故防止委員会を定期開催し、
利用者の尊厳と主体性を尊重したサービス提供に努
めました。

◆�認知症、個別ケアなどの倫理観やケアの質について
の確認を行いました。加えて、法人理念の浸透を図る
ため、全職員を対象に外部講師による研修の実施や
虐待マニュアル等の確認を行いました。

◆�従前からの地域活動や情報発信のほか、創立120
周年記念誌の発行と記念事業を開催し、事業の情報
発信による法人の役割や活動への理解をいただける
ように努めました。

◆��社会福祉法人懇話会「しあわせネットワーク・おた
る」の「ふくしの仕事委員会」の事務局を担当し、市
内高校への出前講座や体験学習などの受け入れな
どを行い、福祉の魅力発信や福祉人材確保に努めま
した。

1

3

2 4 地域との信頼と協力を得るための
取り組み

　

こ
の
祭
り
は
、
オ
タ
モ
イ
町
会
と
当
法
人

の
合
同
で
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
オ
タ
モ
イ
地
域

の
皆
様
と
入
居
者
様
な
ど
と
の
交
流
を
図
る

と
と
も
に
、
当
法
人
の
事
業
活
動
に
も
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
毎
年
6
月
に

開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
11
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
す
。

　

お
祭
り
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し

た
。
お
祭
り
会
場
を
急
遽
、
や
す
ら
ぎ
荘
館

内
へ
変
更
し
、
当
法
人
、
オ
タ
モ
イ
町
会
、

小
樽
身
障
者
協
会
、
西
洋
フ
ー
ド
に
よ
る
焼

き
そ
ば
・
た
こ
焼
き
・
豚
串
・
飲
み
物
な
ど

を
販
売
す
る
屋
台
コ
ー
ナ
ー
は
中
庭
に
ブ
ー

ス
を
設
け
、
射
的
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
輪
投

げ
な
ど
子
供
た
ち
に
人
気
の
高
い
縁
日
コ
ー

ナ
ー
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前
、
ス
テ
ー
ジ
は
わ

い
わ
い
広
場
で
行
い
、
来
場
し
た
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
順
に
紹

介
し
ま
す
と
、
可
愛
ら
し
い
オ
タ
モ
イ
龍

徳
保
育
園
の
園
児
さ
ん
に
よ
る
お
遊
戯
、
町

会
の
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
熱

唱
カ
ラ
オ
ケ
、
優
至
会
北
海
酒
井
道
場
の
皆

さ
ん
に
よ
る
空
手
演
武
、
ま
た
今
回
が
初
参

加
と
な
る
元
宝
塚
の
安
城
志
紀
さ
ん
の
ラ
イ

ブ
、
ラ
ス
ト
は
小
樽
商
科
大
学
「
翔
楽
舞
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
迫
力
満
点
の
ヨ
サ
コ
イ
演

舞
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
出
演
で
ご
と
う
整
形

外
科
の
後
藤
先
生
が
カ
ラ
オ
ケ
を
熱
唱
、
そ

の
後
は
ヨ
サ
コ
イ
演
舞
に
飛
び
入
り
参
加

し
、
会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ッ
グ
の
会

の
皆
さ
ん
が
た
く
さ
ん
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
を
連

れ
て
来
ら
れ
、
オ
タ
モ
イ
消
防
署
に
よ
る
消

防
車
の
展
示
や
火
災
報
知
機
の
啓
発
活
動
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
お
祭
り
を
支
え

て
い
た
だ
い
た
地
域
の
方
々
、

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
虹
の
会
、

三
期
会
、
小
樽
市
立
高
等
看

護
学
院
生
の
皆
さ
ん
に
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
当
法
人
で
は
今

後
と
も
地
域
の
皆
様
に
愛
さ

れ
る
お
祭
り
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

オタモイ龍徳保育園の園児さん、
可愛かったです

優至会酒井道場の皆さん、
気合が入っていました

宝塚出身の安城志紀さん、
キレイな歌声でした

消防のＰＲ活動、消防車は
子供たちに大人気でした

ボランティアドックの会の皆さん、
ワンちゃんたちに癒されました

小樽商大“翔楽舞”さんによる演舞は圧巻でした

えがお　Vol.53えがお　Vol.53



　

育
成
院
で
は
、
入
居
者
の
皆
様
が

で
き
る
だ
け
介
護
が
必
要
な
状
態
に

な
ら
ず
に
、
自
立
し
た
自
分
ら
し
い

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

心
身
機
能
の
低
下
を
予
防
す
る
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、

茶
道
や
華
道
、
カ
ラ
オ
ケ
、
麻
雀
な

ど
か
ら
、
四
季
を
感
じ
な
が
ら
楽
し

め
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
な
ど
十
数
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
、
今
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す
。育
成
院
で
は
、

15
年
前
に
健
康
増
進
を
目
的
に
、
入

居
者
様
と
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
、

全
4
ホ
ー
ル
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
場
を
造
り
ま
し
た
。
15
年
経
っ
た

今
日
で
も
、
早
朝
か
ら
コ
ー
ス
を
回

り
ぐ
ん
ぐ
ん
上
達
さ
れ
て
、
筋
力

ア
ッ
プ
と
入
居
者
様
同
士
の
交
流
に

も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
後
志
管
内
で
毎
年
開
催
さ

れ
る
管
内
利
用
者
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
目
標
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
の
7
月
に
泊
村
で
開
催
さ
れ

た
大
会
に
は
9
名
の
方
が
参
加
さ

れ
、
個
人
部
門
で
女
性
優
勝
、
男
性

準
優
勝
と
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
て
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ら
れ

ま
し
た
。
地
域
の
方
へ
も
ゴ
ル
フ
場

を
開
放
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
健
康

増
進
と
地
域
交
流
の
た
め
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ

荘
で
は
、
平
成
18
年
に
看
取
り
介
護

加
算
が
制
度
化
さ
れ
て
か
ら
看
取
り

介
護
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

後
、
平
成
24
年
、
27
年
に
は
介
護
報

酬
が
プ
ラ
ス
改
定
さ
れ
、
平
成
30
年

に
は
さ
ら
に
質
の
高
い
看
取
り
介
護

の
実
践
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
退
去
者
の
9
割
以
上
が
施

設
で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
を
踏
ま
え

る
と
、
今
後
ま
す
ま
す
重
度
化
は
進

み
、
看
取
り
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

や
す
ら
ぎ
荘
で
は
今
年
度
の
施
設

運
営
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
実
績
と
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
、
現
在
あ
る
看
取
り
介
護
指
針
を

点
検
し
、
看
取
り
介
護
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

看
取
り
介
護
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し
で
は
、
介
護
職
員
や
看
護
師
を
始

め
、
機
能
訓
練
指
導
員
、
管
理
栄
養

士
、
生
活
相
談
員
（
介
護
支
援
専
門

員
）ら
が
チ
ー
ム
と
し
て
編
成
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
や
死
生
観
を
出

し
合
い
な
が
ら
、「
使
え
る
、
使
い

た
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
活
用
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
「
看

取
り
冊
子
」
の
作
成
に
も
着
手
し
始

め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

や
す
ら
ぎ
荘
に
入
居
し
て
い
た
だ

い
た「
出
会
い
」か
ら
、
最
期
ま
で
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
感
謝
の

念
を
抱
き
な
が
ら
、
今
後
も
よ
り
良

い
ケ
ア
を
求
め
続
け
て
い
き
ま
す
。

小
樽
育
成
院

や
す
ら
ぎ
荘

養
護
老
人
ホ
ー
ム

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

小樽市オタモイ1丁目20番20号　TEL（0134）26-0162　FAX（0134）26-2874小樽市オタモイ1丁目20番18号　TEL（0134）28-2500　FAX（0134）26-2476

看取り冊子のイメージ 慣れた手つきで、カップインを狙います

エンジョイクラブの風景。手前の
お二人はオセロゲームですね。



新人も入り、5人体制になりました

　

オ
タ
モ
イ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、
自
宅
あ
る
い
は
地
域
で

自
分
ら
し
い
生
活
を
継
続
す
る
こ
と

を
目
的
に
新
た
な
役
割
や
楽
し
み
を

持
ち
、
生
き
が
い
・
や
り
が
い
を
感

じ
る
取
組
み
を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

車
両
に
て
、
ご
自
宅
ま
で
送
り
迎

え
を
行
い
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
3

時
30
分
ま
で
5
時
間
半
を
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
過
ご
し
、
お
食
事
や
入
浴
、

余
暇
活
動
や
簡
単
な
体
操
を
行
い
ま

す
。　

　

趣
味
活
動
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
書
道
、
手
芸
等
の

作
品
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
の
行
事
と
し
て
春
と

秋
に
ド
ラ
イ
ブ
に
行
き
、
昼
食
や
買

い
物
を
楽
し
ま
れ
、
夏
に
は
屋
外
昼

食
会
と
し
て
セ
ン
タ
ー
前
の
ポ
ー
チ

で
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や
鮭
の
チ
ャ
ン

チ
ャ
ン
焼
を
食
べ
ま
す
。
年
末
年
始

に
は
、餅
つ
き
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
、

新
年
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
を
重
ね
、
気
分
・
体
力
が
低
下

し
て
き
て
も
、
何
も
で
き
な
く
な
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

可
能
性
を
、
そ
し
て
自
分
ら
し
い
生

活
を
続
け
る
た
め
に
オ
タ
モ
イ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
来
て
み
ま
せ

ん
か
？　

随
時
、
見
学
や
お
食
事

代
6
0
0
円
で
「
お
た
め
し
利
用
」

も
で
き
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

オ
タ
モ
イ
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
長
橋
で

は
、
利
用
者
様
が
在
宅
で
安
心
し
た
生
活
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
医
療
機
関

と
も
連
携
を
図
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
が
長
橋
に
移
転
し
3
ヶ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
新
し
い
環
境
に
も
徐
々
に
慣
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
７
月
よ
り
新
し
く
職

員
を
迎
え
5
人
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
と
同
じ
く
利
用
者
様
・
ご
家
族
様
が
安

心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
利
用
者
様
に

あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
情
報
提
供
し
地
域
で
の

関
わ
り
を
大
切
に
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
支
援
い

た
し
ま
す
。

　

北
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
、
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た『
シ

ニ
ア
元
気
教
室
（
地
域
版
介
護
予
防
教
室
）』
の
開

催
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
圏
域
内
に
は
７
教
室
あ
り
、
約
３
０
０

名
の
地
域
住
民
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
各
教

室
合
わ
せ
て
約
50
名
の
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア“
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
”
が
中
心
と
な
り
、
椅
子
に

座
っ
て
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
の
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
楽

し
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、『
小
樽
オ
レ
ン
ジ
か
ふ
ぇ
「
わ

い
わ
い
店
」』
の
巡
回
店
を
各
教
室
で
開
催
し
て
お

り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
で
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
飲
み

な
が
ら
団
ら
ん
や
情
報
交
換
な
ど
を
し
な
が
ら
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
元
気
教
室
に
つ
い
て
は
、
北
西
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
３
４

－

２
８

－

２
５
２
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

オ
タ
モ
イ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

小
樽
市
北
西
部

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

オ
タ
モ
イ
ケ
ア
プ
ラ
ン

セ
ン
タ
ー
長
橋

小樽市オタモイ1丁目20番19号　TEL（0134）26-1116　FAX（0134）26-1129小樽市オタモイ1丁目20番18号　TEL（0134）28-2522　FAX（0134）28-2523

小樽市長橋2丁目19番17号　フリーダイヤル 0120-514-294　FAX（0134）64-7118

お天気の良い日には、運動をかねたお散歩
に行きます。季節の花々や山の木々など、自
然がいっぱいです。

事業所の外観

センター前の花壇に、ミニひまわりを植えました。畑には、枝豆やイチゴなどを植えています

教室の参加者でウォーキング椅子に座っての体操



編
集
後
記

　

最
近
、
認
知
症
ケ
ア
の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
と
い

う
認
知
症
ケ
ア
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語

で
「
人
間
ら
し
さ
」
と
い
う
意
味
で
、

フ
ラ
ン
ス
発
祥
の
認
知
症
ケ
ア
で
あ
り
、

世
界
中
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
に
は
４
つ
の
柱
が

あ
り
ま
す
。

①
見
つ
め
る
ー
同
じ
高
さ
か
ら
水
平
に

相
手
を
見
つ
め
る
。

②
話
し
か
け
る
ー
優
し
く
、
穏
や
か
に
、

で
き
る
だ
け
前
向
き
な
話
を
す
る
よ
う

に
心
が
け
る
。

③
触
れ
る
ー
つ
か
む
で
は
な
く
、
相
手

の
動
こ
う
と
す
る
意
思
に
も
と
づ
き
、

下
か
ら
支
え
る
。

④
寝
た
き
り
に
し
な
い
ー
動
き
、
立
つ

こ
と
で
身
体
に
栄
養
を
循
環
さ
せ
血
流

を
良
く
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
４

つ
の
柱
は
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
す
が
、

目
の
前
に
い
る
相
手
を
尊
重
し
た
ケ
ア
。

本
人
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
知
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
か
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

　

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
…
奥
が
深
い
で
す
。

（
M
・
T
の
つ
ぶ
や
き
）

社
会
福
祉
法
人
小
樽
育
成
院
で

実
施
予
定
の
主
な
年
間
行
事

9

9

10

11

12

12
月

月

月

月

月

Sept emb e r

Oc t ob e r

Nov emb e r

De c emb e r

〜 月

【法　　人】小樽潮太鼓演奏、
　　　　　  オレンジかふぇ（毎月開催）
【やすらぎ】敬老の日行事、長橋中学校合唱会
【地域包括】シニア元気教室、体力測定～10月

【法　　人】育成院神社祭、 介護相談フェア
【育 成 院】ロース幼稚園来訪
【やすらぎ】中央幼稚園来訪
【デ　　イ】秋のドライブ

【育 成 院】長橋幼稚園来訪
【やすらぎ】群来の会
【デ　　イ】群来の会
【地域包括】地域向け広報誌「にこりてぃ」

【法　　人】苦情相談委員会、虐待防止委員会
【育 成 院】クリスマス会
【やすらぎ】クリスマス会、餅つき
【デ　　イ】クリスマス会、餅つき

　当日は、養護老人ホーム小樽育成院、特別養護老人ホームやすらぎ荘、オタモイデイサー

ビスセンターの建物やイベント(行事)の様子を紹介するパネル展示のほか、介護について

相談できるコーナーも設けます。お近くにお越しの際には、ぜひお立ち寄りください。

社会福祉法人小樽育成院 介護相談フェア
令和元年10月23日(水)10:00～16:00・24日(木)10:30～16:00　長崎屋小樽店 １階

令和
元年度

クリスマス会

オレンジかふぇ

秋のドライブ

敬老の日行事


